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ウノレチ(模・摂米)の呼称についての歴史的考察

小)11正巳*猪谷吉雄ネ

〔キーワード):赤米，大唐米，キチゴメ(吉米)， 

タダゴメ(只米)，タダヨネ(唯米)， 

ウルチ

I.はじめに

穏や米に罰する用語の呼称の異称や歴史的変遷

などについて詳しく知ることはわが閣の稲作史や

稲作文化の一端を寝間見ることになる.われわれは

すで、に議稲の呼称に関する歴史的考察を行った(小
うるら

} 11・猪谷 2011).本報告では鞭の呼称について文

献学的に調資をし，摩史的な考察を行ったものであ

る.米(稲)には綬と嬬があるが，本幸設は嬬の呼称、

に比較しでかなり複雑な艇のI呼称に注目したもの

である.

II. 援史的な考察

奈良時代の史料や平城京跡から出土する木簡に

すでに校・梗米と嬬・嬬米を記したものが数多くあ

る.その多くは授と稀米と記されている.この当時

梗は訪11読みで、は何と読まれ，一般の呼称はどうで

あったのだろうか?(注1).そしてその後続の読み

はどう変還し，あるいは梗の異称にはどんなものが

あったのであろうか?

現在と悶様に，古来多くの場合嬬に対して授は単

に米と呼ばれた.しかし，梗を強調した場合の粧の

読み方あるいは呼称については平安時代以降明ら

かで，次のとおりである.

わが国最古の本草若手といわれる平安中期の

和名~ (深娘 10世紀初め)は中国の審物に克られ

る約 1，000種余りの薬物などの本草に万葉仮名で和

名を付け，わが聞の産地などを記した薬物辞典であ

る.本舎には梗(穫米，梗稲)の和名は“学留之祢"

とある.ほぽ同時期の漢和辞書『石毛う通i~ 源
ウルンネ

931-938) にも摂は“杭 和名は字留之祢"とあ

る(注 2).

窓際立広島大学 生命事警筑学部 (MasamiOgawa， Tomio Itanil 

モチイ

には嬬とともに

用語を集めた『

1444) 

また，室町時代頃の

~ (認本イエズス

室町中期の思語辞著書

1603-1604) には Come (コメ)， Yon巴(ヨネ)， 

Mochigome (モチゴメ)などとともに Vruxine(ウ

ルシネ)が立項されている.

江戸時代に入ってからの授の呼称を見てみよう.
日うちゅうびょうわみようほんぞう

わが国最初の食物本草舎の『包厨備用倭名本草』

(向井 1684) には精米はウノレゴ、メ・ウルシネと訓
しょげんじこうせつようしゅう

むとある.また，江戸中期の『誉雲字考節用集~ (横

島 1698) には杭および梗にそれぞれにウルシネ，

ウルコメの援り仮名が付けられ， u大和本草~ (貝原

1709) には“粘ラザル者ノ¥梗ト云ウ 又杭ト公ウ
わかんさんさいずえ

倭名ウルシネ"とある.同様に『和漢三才臨会J

島 1712) にも手~ (うるのこめ)，杭(ウノレ、ンネ)と

ある(関 1).なお，本苦手では米について額以外に

髄蒼来，
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江戸後期の (小野 1847)で

は米を次のように 3分類している.

稲 モチノヨネ和名鈴 モチヨネ モチゴメ

梗 ウルシネ狗名鈴 ウノレゴメ ウノレノコメ ウ

ノレチ江戸

干山 タイトウゴメ トウボシ筑前 トウボウ

:/!)IlJl~ 

稲をイネと読めば現在使用されているよう

と梗であるが，古くは嬬を意味していた(注 3). ま
だいとフヱい たいとうごめ

た，ねとはインディカの大唐米(太唐米)のことで

ある.

さて，梗についてであるが江戸における新たな呼

称としてここにウルチが現われる.江戸後期の彩色

植物図鑑・本主主蓄の『本窓際議~ (岩i崎 1828)にも

伺様に“校米 うるしね和併合 うるちI工戸"とあり，

くまがへこぼれという品穏などの図が載せてある.

その後明治持代に入って出版された文部省編纂の

一連の教科書にはウルチ(鞭・綬米)とあり，例え
そ:プゴ d

ば『博物院教授法~ (松}II1877)には嬬米とともに

梗米とある.明治中期に出瓶された『日本大辞書J

(山田 1892-1893)には“うるしね[鞭稲]ウルチ

ウルゴプ"とあり，現在ではこのウノレチが標準用語

あるいは専門用語として使用されている.

江戸後期に現われたウノレチの語源については，ウ

ルシネの盟各転すなわちまずシネ(稲)の語義が忘れ

られ，ウルシと下略され，さらにウルチと変化した

と考えられる(小学館毘語辞典編集部 2000-2002).

なお，ウノレチのチとはそチのチに対応してウノレに付

けられたとの説もある(注 4).

稿以外に粟，黍にも授と嬬があることが知られ，

それらの鞭は捜索(ウノレアワ・ウルチアワ)そして

綬黍(ウルキピ・ウノレチキピ)と呼ばれてきた 上

述の『重訂本主存続四啓蒙』にはウノレアハ(粟)およ

びウルシキピ(稜)があり，それぞれ対話としてモ

チアハ(株)およびそチキビ(黍)がある なお，

粟に闘しては古く平安中郊の何日名紗~ (源 931

938)にすでに梁米(アハノウノレ、ンネ)があり，
るし、じゅ2式上う N しトう

安末期の漢和辞書『類紫名義抄~ (著者不詳平安

末期)にも綬・梗米・ 3比・抗・絞・社・牝米のウル

シネ以外に梁米(アハノウル、ンネ)および白梁米(ア

ハノシロウルシネ)などがある.

蕊.方言からの考察

国立国語研究所は昭和 30年代(1957-1965年)に

全国の方言分布の調査を行った. 285の調査項尽の

一つにうるち(梗，粧米)があり，その調査結果か

ら作成された粧の言語地図が図 2である

研究所 1970，尚学図書 1989).約半没紀前の調査

であることを前提にして以下論を進める.

ウルチをはじめとして 10穫のウル系の呼称が全

国各地で採録されている.長い壁史を持つウノレ系の

用語が各地で使用されていることが分かるが，ここ

では興味ある 2点についてだけ記し，それ以上のウ

ル系用語の地域分布については複雑なため詳しく

記述することは省略する.まず，ウノレチの呼称は意

外にも関東地方およびその照辺地域だけである.こ

のことは上述したようにウルチは江戸時代に江戸

で発生した呼称、であることと密接に関連している

と考えられる.また，岐阜県南部のウルシネは上述

のように平安期まで遡れる古名であり，静岡県，愛

知県そして九州北半分の広範囲におよぶウルシは

ウルシネに潟来する名称であろう.

次にウル系以外の数点の呼称について， !I日

語地国~ (国立国語研究所 1970)の付録の解説を基

にして出来るだけ簡潔に記してみたい.

まず，高知・徳島のキチ・キチゴメについてであ

る.この地域における授の地方名であるキチ・キチ

ゴメの出来についてはかなり明らかである.

キチ・キチゴメとは宙・ 2ぎ米のことで，本来は

き米"に由来するものであろう.これは低品質米の

対語で，中位以降の史料に散見される(注 5).特に

土佐障では抵品質米のインディカの

に対する普通米(授)としてさ米の呼称

が広く使用された.中ittに渡来し，近世にかけて西

釘本を中心に栽培された赤米の太唐米は抵品質米

で、あったが，土佐隈などで、は組めて広範屈に栽培さ

れていた(小川・猪谷 2008).中tをから近ittにかけ

て土佐霞にはそれに関する史料が数多く残されて
おおさとのしようない

いる.例えば，すでに 15世紀の史料『大忍在内検

帳~ (1422)には普通の鞭稲を表す“吉"と太唐米
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を意味する咲"の記載がある.すなわち，そこに

は大忍庄の水 ごとに面積と年貢高が記され，

さらにそれぞれに“古"と“太"が付記されている.

と“太"の作付けは為政者によって管理され

ていた様子がうかがえるのである.その後戦国時代

の大名長宗我部氏さらには関ヶ原合戦後の山内氏

の支配下にあった土佐留などでは“古(古米・吉稲)"

と“太(太米・太福)"の呼称が並立して広く使用

されていた(注 6). 

ffi:品質で安価な赤米の太唐米は不良阪などで安

定したi校長ーを得ることができたが，江戸時代も王手ば

過ぎの頃から徐々に栽培が減少し，明治以鋒はほと

んど栽培されなくなった.これは水田改良や栽培技

術の向上などにより良質の普通米の栽培が広範囲

に可能になったためである.

かつて土佐では太唐米が広く栽培されていたこ

とを現在では高知県人でさえ知る人はほとんどい

なくなり，タイ(太)・タイゴメ(太米トタイマイ

(太米)はヂE語となってしまった他方，普通米で

ある粧の別名としてキチ(在)・キチゴメ(古米)

は現在でもお知や穂島県では依然として使用され

ているのである.

次に愛媛・箆先島・宮崎・沖縄に見られるシャク・

シャクゴメ・シャクマイについてであるが，この分

布から南方系の用語であろうと考えられる.この地

域における稲・米の渡来経路と関係があるのかもし

れない.しかし，この系統の呼称の系議については

全く不明である.

次に留日本などに広範障に見られるタダゴメ・タ

ダマイについてである.これらの用語には長い麗史

が矢口らnている.

すでに平安時代の『穀類抄JJ(著者不詳 1156)や

JJ(深根 101立紀初めHこタタヨネがある.

前者の『穀類抄JJ{こはわが国最古の稲の函があり，

そこには“稲米"とあり，“夕、ョネ"と振り仮名

が付いてある(図 3).また，後者の『本草和名』に

は“稲米 (略〉和名 多々与禰"とある.

『日本国語大辞典JJ (小学館国語辞典編集部

2000-2002) には“ただよね (11佳米) うるちのこ

と"とあり，中1伎の“夕、ョネ"と伺ーのものとし

ザノ、今
a
e
A
1

ぬ
ふ
不

割 3 W穀類J少~ (著者不;下 1156)にみる稲の凶

ている.また， [f fl (尚学問書;1989) 

には“ただごめ(只米) もち米に対して普通の米.

うるち"とある.このように，タダゴメ・タダマイ

とはモチゴメ・モチマイに対する後通の米という

味である.

エJL安f~lのタダゴメ・タダマイの名称が現在の近畿

周辺部から東は新潟， ]1!31ま中間地方・四国の瀬戸内

海沿岸そして対馬・ と広い範国 として

残っているのである.しかし，中・近肢の史料に11径

米や久米の用語はほとんど見当たらず，文章諾では

なく口頭語であったのかもしれない(注7).また，

タダコメ、・タ夕、、マイと他の方言， {タiえば近畿地方の

ウ/レ系用語との歴史上の関連は護持í~で，よく判らな

し、(徳、)11 1979). 

唯米・只米に似た用語に凡米があり，古代より知

られている.古くは藤原宮跡から出土した木簡の一

つに美濃の本巣郡遠市郷からの安納米に付けられ

た荷札木簡があり，“凡米五斗"とある(奈良文化

財研究所 2012).また，正倉院文書

解JJ(771)には次のようにある.
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米弐拾陸斜廿五石凡米

すなわち，“米 26石のうち 25石は凡米， 1石は嬬

米"の意で，凡米が梗を意味することは明らかであ

る.この凡米がボンマイあるいはハンマイと読まれ

ていたのかは明らかでないが，もしハンマイである

ならば図 2にある高知・兵庫・事山の績の方言のハ

ンマイとは飯米からでなく，凡米に起源する可能性

がある.

W. 最後に

ヌド報告に記述したように，綬には古来多くの呼称

があり，現在に至っている.他方稀の呼称について

みると，古くからそチ，モチヨネあるいはモチゴメ

と呼ばれてきた(注 8).また，現代の全国の方言調

査からもモチ系，モチノコメ系，モチコメ(モチゴ

メ)系などとほとんどがそチ関連の表現だけである

(国立国語研究所 1970).このように，授には各地

として多くの種々の表現の呼称が残存して

いるのに対し，嬬およびその製品の餅にモチ系以外

の呼称がほとんどないことは非常に興味深い.

注1.平域京跡出土の木簡や正倉院文書;などから，

米(縮)の額以外に古代に綬田・綬麻呂・綬万呂・

梗虫女・1使虫売など綬の付く人名も多く使用され

ていたことが半IJる.

注2 商態 100年頃に成立した，中国最古の漢字の
せつもんかし、じ

『説文解字』には“粘るを稲，粘らざるを

杭という"とある(諸橋 1958).

注 3. うるちを意味する漢字には綬，杭以外にね，

紬，梗，稔，機，糠などが知られている(諸橋 1958). 

このうち制作自)はうるちではなく，読述したよ

うにインディカの大庶米を指す場合もある.また，

稔はモチゴメを指す用語として使用されること

もある.

注 4. ウノレチの語源についての他説には，食味が良

いという意のウルハシイネからの説(貝原 1699)， 

サンスクリット諾(党語)の米を意味するウリヒ

( vrihih) に由来するマレー穏や台湾のアミ語な

どのプラス (bras)やブラチ (brats) からの転読

説(坪井 1927，新村 1930，大野 1961)などが

ある.なお，ウルチのウルとは すなわち収

穫の多いの意との説(谷}II 1777-1887， 1898)あ

るいは“潤う"すなわち“米に光沢がある"の意

との説(大槻 1982) もある.しかし，語源、俗解

というように，これらの語源説は現在では科学的

根拠が薄いものと考えられている.

注 5.古くは建仁 2年(1202年)の九条家文書およ

び応長元年(1311年)の大乗院文書に古米の熊諮

がある(竹内 1972，1986) 前者は摂津の輸回荘

の年貢米に関する記録であるが，最粗悪米の対語

に古米があり(小}II・猪谷 2012)，後者は越前の

河口荘における年貢米として春吉主役すなわち掲

ある.

ともいわれる

(長曾我部盛親・元親 1597)には

“太古は地節の立毛に従うべし.但し太を古地に

作ることは堅く停止すべし.もしこの旨に背かば

実物はE討を収むべし"とある.不良な7l<.EBに適

した太蔚米は低品質であったが多収のため良質

の地すなわち在地に作る農民がいたため，このよ

うな規定を定めたのである.

注 7.幕末から明治期にかけて編纂・改訂された，

わが国最初の和英辞典『和英語林集成~ (Hepbul11 

1887) には， Urushine (ウルシネ，梗)の

にKOME(コメ)およびTADAGOME(タダゴメ)

とある.近世にタダゴメが採り上げられている

少ない剖である.

注 8. 平安中期の『和名量生、』には橘には摂の字が当

てられ，和名は毛知乃輿祢(モチノヨネ)とあり，

他方嬬から作った餅の和名は毛知比(モチヒ)と

ある また，餅の別名にカチン・オカチンがある

が，これは室長町時代に宮中で使われ始めた

る.この語源、は，餅を意味する古語“掲飯"

が靴ったものといわれている.

に毛知比神社がある.

含い怯えでは神社は天平宝字元年 (757年) (こ造

営され，その際に地元誌が餅を捻いて献上したこ

とに校名の由来があるという.ここにモチの古名

のそチヒを見ることができる.なお，神社の劉祭

神は右京言官と長官である
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